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＜連絡事項＞
・本日の当直は馬渡Ｄｒですが、午後からあおぞらクリニックの診察の為、戻られるまでは金Ｄｒ対応となります。

＜患者様情報＞
・小笠原　文人様～兄様より入電。母様が病状悪化し、現在入院中との事。今まで何度か入退院を繰り返していたが、今回は退院出来ない、看取りとなるでしょうと医師より説明があったとの事。母様が個室へ移動となり、なおかつ医師の許可が下りた場合、本人を面会させたいが外出可能か問い合わせあり。その際は主治医の許可が必要となる為、日程分かり次第連絡頂きたい事伝えています。※本人様に母様の状態について伝えていません。
・久保　興介様～嗜好品、日用品の差し入れあり。その際母様より、今後について自宅へ
　　　　　　　　退院する前に、ＧＨ等の施設へ入所させたいとの希望聞かれています。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～早朝覚醒し、ホールで独語しながら書き物をしています。スタッフから
声を掛けられると突然「うるせぇな！！」と怒鳴っており、その後も会
話困難な状態。周囲に誰もいないにもかかわらず怒鳴る様子も見られています。日中は易怒性見られませんが、作業療法への参加は拒否し、自室で休まれています。食事・服薬の拒否はありません。
・金　留示子様～内縁の夫様の病気心配や金銭面等を考え不安時頓服服用や食事もホール
で摂取していた。昨日も漠然と不安・恐怖訴え不安時の頓服を服薬し自
室で過ごす状況がみられていた。今日の深夜から調子についてまずまず
と言い、日中もプログラムに参加出来、避難訓練も自主的に参加し他者
交流も見られています。引き続き精神症状の変化を観察していきます。
・久保　興介様～日中は目立った行動なく特定の患者様の話しかけがみられています。
　　　　　　　　準夜帯になると、奇異行動が目立ち落ち着きない様子が続いています。
他者とのトラブルはなく過ごせています。

中村　寿昭様～プログラム等は参加しているが、昨日の準夜帯では頭痛を訴え頓服服用し
ています。今日の日中は避難訓練に参加し、活気ある行動が見られていた
が、夕方から、部屋に篭っている状況見られています。引き続き、訴えを
傾聴しながら気分の変化を観察していきます。
＜皮膚科診察＞
・戸賀沢　潔様～尿素クリーム２本処方。
・小笠原　文人様～テルビナフィン塩酸塩クリーム１本、尿素クリーム１本処方。
・佐々木　悦子様～テルビナフィン塩酸塩クリーム１本処方。
・出河　攻様～臨時薬（クレマスチン錠）が同内容にて７日分処方。
・中村　豊様～テルビナフィン塩酸塩クリーム１本、尿素クリーム１本処方。
・角濱　義弘様～左上腕治癒、左前腕暗褐色局面→落屑（慢性湿疹）の為デルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示がありデルモゾールＤＰ軟膏１本処方。
※他、同内容処置継続。

＜馬渡Ｄｒ診察＞
・戸賀沢　潔様～眠剤減薬後も、睡眠状況に変化ないと本人様から言われています。逸脱行為や病棟でのルールを守れない事に対し、主治医から指導を受けています。
・原　吉郎様～下痢の訴え続いている事に対し、動き過ぎである事を本人へ説明後、施設入所も考えようと伝えています。
その後、退院支援（施設入所）を進める様、指示を受けています。
・伊藤　雄一様～精神症状、身体面共に安定している事から、退院支援（施設入所）を進める様指示を受けています。
＜馬渡Dr退院支援員会＞
・原　吉郎様～精神症状の変化や身体的訴えも殆ど聞かれず、体重も増加している事から
今後は施設入床方向で進めていきます。

・伊藤　雄一様～以前、心疾患がある為、施設入所延期状況としていたが、現在労作時の
息苦しさ等の訴えない為、再度施設入床方向で進めていくように関わっていきます。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞
・佐々木　悦子様～本人から外出や退院したいと希望聞かれています。ご家族がよいと言えばねと伝えると、東病棟に親戚や身内がいると思うので確認してもらえるかと懇願している場面がみられています。氏名を聞いて記録しているのをみて納得され診察終了しています。内服薬変更なし。
・沼端　恵子様～主治医から、眠れない時があったんですかに2/23不眠時の頓服飲みましたと話されています。また、3/11十和田の施設見学に行くとDrに伝え診察終了しています。内服薬変更なし。
・坂本　のり子様～夕食食べない事があるんですかに、体重が少し増えてきたから調整していますと話されています。股関節痛があるのに歩行運動時早足ですねに関しては、男性患者様についていくのに必死ですと微笑んで答えて
終了しています。内服薬同内容で処方。
・出河　攻様～湿疹は皮膚科診察で軽減しているとの事。また右肘が乾燥しているから軟膏を希望いて尿素クリーム1本処方となっています。また、服薬調整により震えはなくなったと話され終了しています。内服薬同内容で処方。
・上村　みわ様～本人より腰は痛いです。血圧は内服薬調整により、値が良くなっていると話されています。主治医から重い物は持たないよう伝えられ返事をし終了しています。内服薬同内容で処方。
・中川原　義雄様～睡眠についてはまずまず寝ていると話され、今気になる事は「ヘルニア」、「歯痛」ですと伝え終了しています。腰痛を言い継続でフェルビナクステック2本処方となっています。内服薬同内容で処方。
・滝田　英人様～女性用のしわとり薬があるとチラシを見て話されています。その事に含め自身もしわとり用に関連した油、ガス等を発明するのに手伝いしお金が振り込まされていると妄想発言を真顔で伝え診察終了しています。
　　　　　　　　内服薬同内容で処方。

＜安ヶ平Dr退院支援委員会＞
・佐々木悦子様、沼端　恵子様～3/11十和田のわくわくの郷を見学する予定となっています。今後施設入所方向で障害サービス等を利用して進めていく予定になっています。
